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１．メンバー 

センター長   教授   須釜 淳子 

専任教員    教授   村山 陵子 

准教授 小栁 礼恵 

准教授 三浦 由佳 

講師  光田 益士 

客員教員    教授  臺 美佐子 

        准教授 城月 雅大（4 月 1 日～） 

講師  川村 亨平 

講師  渡邉 直美 

特別研究員       相原 晶子 

                        佐野 友香（4 月 1 日～） 

            杉山 彩奈（4 月 1 日～6 月 30 日） 

            大西 麻衣（4 月 1 日～）      

研究補助員       荒堀 裕子 

アドバイザー  真田 弘美 教授（石川県立看護大学 学長） 

 

大学院生（下線：2024 年度修了生）（二重下線：2025 年度入学生）    

博士課程修了 佐野 友香、杉山（間脇） 彩奈 

博士課程 3 年 富田 元、石亀 敬子、河裾 永恵、山本 駿、[影浦 直子] 

博士課程 2 年 田村 茂、前田 初美、小笠原 ゆかり、松田 奈々、[桂川 清多] 

博士課程 1 年  北野 ゆりか、齋藤 裕也、 

相原 晶子、遠藤 真穂、沼田 悠希 

修士課程修了 池田 真弓、河﨑 明子、野村 梨帆、齋藤 裕也 

修士課程 2 年 [酒井 沙藍]、[田中 悠偉人]、[内藤 千尋] 

  修士課程 1 年  河西 将志、小林 南菜子、[又吉 真由美]、[伊藤 千佳] 

※[ ]を付した大学院生の責任教員はセンター教員ではないが年度途中から代行し指導した学生である              

 

 

２．センターの概要 

2021 年 4 月 1 日より藤田医科大学保健衛生学部に「社会実装看護創成研究センタ

ー」が新設された。2022 年 4 月より大学組織再編に伴い、研究推進本部イノベーショ

ン推進部門（齋藤邦明・部門長）に配置換えとなった。その後、センターに所属する教

員は、2023 年 4 月から保健衛生学部看護学科の所属となり、センター兼務となった。

なお、「社会実装看護創成研究センター」自体は、2025 年 1 月 1 日付で研究推進本部

から保健衛生学部へ移動となった。 

臨床現場の技術革新が進む中、看護領域においてもロボットや Information and 
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Communication Technology（ICT）、Artificial Intelligence（AI）などのテクノロジ

ーの有効活用が求められている。一方で、医工連携と異なり、看工連携の社会実装に関

する理論および方法論は、未だ確立されていないのが現状である。本センターでは、大

学病院や地域包括ケア中核センターと協力し、看護実践の場でこれらの研究を推進す

るとともに、次世代を担う人材の育成にも取り組む。  

体制は、臨床のニーズや課題の抽出、データベース化および実装研究を行う共創型研

究部門と、同部門が抽出した課題に対し看護理工学からアプローチする課題焦点型研

究部門の 2 部門である。（図 2-1）生体・生活情報を導出するシステム構築やデバイス

開発を通じて、健康増進や保健・医療、さらには地域包括ケアやまちづくりに寄与する

ことをめざす。 

センターのミーティング室、実験室は 9 号館 5 階に設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年4月以降は、5名の教員でセンターの活動を推進した。毎週火曜日午後に研究ミーテ

ィングを開催し、センター専任教員が主導する研究の進捗、論文抄読、学術雑誌の最新情報

の共有、実装科学の基礎学習を行った。 

2024年4月から客員教員ならびに特別研究員を委嘱し共同研究を開始した。2024年は、「

地域に暮らす脊髄損傷者のエコーによるフィジカルアセスメントを基盤とした排便管理

の実装」・川村享平氏（特定非営利活動法人リハビリテーションビレッジ・代表）、「喉頭

摘出後の患者の食道発声のメカニズムの解明」・渡邉直美氏（日本赤十字豊田看護大学・

講師）、「特定行為研修修了者の看護の質評価」・相原晶子氏（保健衛生学部・臨床看護研修

図 2-1．社会実装看護創成研究センター体制図 
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センター・センター長）であった。2025年には、「記憶の食卓がもたらす痛みの緩和とQOL

向上」・城月雄大氏（名古屋外国語大学・准教授）、「看護系大学研究門と病院看護部とのユ

ニフィケーション」・大西麻衣氏（藤田医科大学病院・医療の質・安全対策部・副主任）、「

AIを活用した、患者の安全、スタッフの安心、チームの機能を支える勤務体制の構築」・佐

野友香氏（藤田医大学病院看護部・看護長）が新たに加わった。 

教育病院との連携を深めるため、引きつづき毎月 1 回、第 1 教育病院看護部（髙井亜希

看護部長、他）にて、眞野惠好統括看護部長、第 2～4 病院看護部（三鬼達人看護部長、松

嶋文子看護部長、小島菜保子看護部長、小野布佐子看護部長、他）ともオンラインで接続し、

臨床研究に関する打ち合わせを行った。（写真 2-1，2-2） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-2． 看護部との定例ミーティグ(2026.１撮影) 

写真 2-1． 看護部との定例ミーティグ(2025.4 撮影) 



4 

 

2023 年 4 月から大学院教育のプラットフォームとしての役割を果たし、2025 年も継続

した。看護学科竹原君江教授、中村小百合教授のゼミと合同で毎週月曜日に大学院生（修士

7 名、博士 15 名）の学位論文の進捗報告、論文抄読、学会予演を行った。（写真 2-3, 2-4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 9 月 6 日藤田医科大学保健衛生学部 3 号館 101 教室で社会実装看護創成研究セ

ンター設立 5 周年記念シンポジウムを開催した。シンポジウムのテーマを、「社会実装を志

向した看護学研究の展開：技術革新・人材育成・臨床連携の 5 年間の実績と展望」とした。

大学からは、長谷川みどり保健衛生学部長、世古留美看護学科長，看護学科教員の参加をい

ただいた。病院看護部からは、眞野惠子統括看護部長、藤田医科大学病院・高井亜希看護部

長、七栗記念病院・松嶋文子看護部長をはじめ多数の看護師の方々の参加をいただいた。セ

ンター教員、大学院生を含め総勢 113 名が参加した。シンポジウム終了後、報告書を作成

した（巻末資料参照）。 

2025 年 3 月にセンターをプラットフォームとして行ってきた大学院ゼミから博士学位取

得者 2 名を輩出した。これを機に、2025 年 9 月に同門会「紫藤会」を発足させた。 

 

写真 2-4． 対面型大学院ゼミ (2026.2 撮影) 

写真 2-3． 大学院ゼミ参加者 (2026.2 撮影) 
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３．研究活動実績 

３－１． 藤田医科大学アクションプランに基づく研究活動  

【目指す姿】 

世界一独創的な研究拠点へ：未来社会の期待に応える次世代研究の推進 

世界に誇れる「藤田の看護」を創成する 

【中期目標】 

看護理工学を基盤とした看護技術開発の推進、および開発した技術の社会実装の手法を確

立しエビデンス・プラクティスギャップを埋める 

 

１） 携帯型エコー使用した排便アセスメントによりケアが選択できる看護師の

育成と上記看護師を含めたチーム医療体制の構築（principal investigator (PI): 

小栁 礼恵） 

排泄に関するケアの向上には「排尿自立支援加算」「IAD のベストプラクティス」により

対策が取られている。高齢者の便秘は有病率が高く死亡リスクも高いとされている。中でも、

認知症高齢者は排泄に関する自覚症状を適切に訴えることができず医療者による統一した

アセスメントが急務とされている。近年は便秘対策に関するガイドラインも作成され普及

されつつある。 

当センターでは、携帯型エコーを用いたベットサイドにおける便秘の可視化評価の有効性

の評価とケアの質向上を目指し研究を実施している。国立長寿医療研究センター排便サポ

ートチームと共同し認知症患者の便秘評価に携帯型エコーを用いた効果検証を実施し学会

発表・論文投稿し、更に学会セミナー講師等を通してエビデンスを普及している。日本創傷・

オストミー・失禁管理学会の取り組みとし、排便管理に関する学会「学術教育委員会：排便

担当」、次世代看護教育研究所におけるエコー排泄ケアコースにおいて講師の役割を担い、

質の高いケアの普及に貢献している。今後も、超高齢社会に備え、当センターは病院、在宅

が包括的にチーム医療として便秘対策が可能となるよう、エビデンス構築と実装研究を進

め排泄ケアの質の向上、医療経済への貢献を目標とする。（図 3-1-1） 

2025 年の実施事項は以下となる。 

（１）関連学会と連携しエビデンスに基づく排便ケアの啓発 

・一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会 

学術教育委員会：排便担当 須釜 淳子、小栁 礼恵 の活動により、排便ケアの質の向上、

エビデンスに基づいた排便ケアの普及を推進している。 

（２）高齢者を対象とした排便ケアに関するチーム医療の普及 

・国立研究開発法人長寿医療研究センター 排便サポートチームとの協働 

 超高齢化社会が進む中、認知機能が低下した高齢者のニーズと医療者のアセスメントに

より患者へ適切な排便ケアの提供が課題となっている。その課題を解決するために上記施

設と協働して排便ケアの質の向上と推進を実施している。 
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・排便サポートチーム：国立研究開発法人長寿医療研究センター 

病院：松浦 俊博、山田 理、竹内 さやか、 

客員研究員：小栁 礼恵 

・研究実績は、学会発表５件、論文１編である。 

（３）排便ケアに関わる看護師への教育活動 

日本創傷・オストミー・失禁管理学会 学術教育委員会：排便担当の活動の一環である「第

3 回排便管理講習会（エコー講習会含む）」では、講師として講習会に協力している。 

 排便管理講習会（日本創傷・オストミー・失禁管理学会）：講師 小栁礼恵  

次世代看護教育研究所：排泄ケアコース：講師 須釜淳子、小栁 礼恵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 看護理工学的アプローチによる次世代型アドバンストスキンケアモデルの

確立（PI: 光田 益士 ） 

 

看護学と理工学の融合による新たな看護価値創造への取り組み 

看護学と理工学の融合型研究を通じて、看護技術の定量化・可視化・効率化を推進すると

ともに、未来を見据えた「新たな看護の価値創造」に貢献することを目的として研究活動を

展開した。2025 年度も、藤田医科大学病院看護部、藤田医科大学七栗記念病院看護部、藤

田医科大学岡崎医療センター看護部との共同研究を継続・発展させ、さらに産学連携を通じ

た複数企業との共同研究も推進した。以下に、本年度の主要研究成果として 2 つの基幹研

究について報告する。 

 

褥瘡予防と治療に関する基礎研究、臨床応用および実装科学研究 

図 3-1-1．携帯型エコーによる 

ベッドサイドでのアセスメント 
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力学的リスク要因の可視化とドレッシング材研究の進展 

褥瘡発生および治癒遅延に関与するずれ力・摩擦力・圧力の同時計測を可能にする評価モ

デルの精度向上を図った。本モデルを活用し、複数の予防的ドレッシング材および新開発品

の力学的低減効果を検証しその有効性を新たに示すことができた。 

在宅領域における褥瘡予防プログラムの実装に向けた研究 

地域・在宅療養者の褥瘡予防を目的に開発してきた床ずれ危険度チェック表、床ずれ予防

プログラムについて、本年度は「実装科学」の観点から、在宅ケア提供者（訪問看護師、介

護職等）を対象としたプログラム活用の準備を開始した。 

 

失禁関連皮膚炎（IAD）の生物学的リスクファクターに関する研究 

皮膚常在菌と IAD 発症リスクに関する新たな知見 

脳卒中患者を対象に、失禁関連皮膚炎（IAD）と陰部皮膚表面に存在するウレアーゼ産生

菌との関連性をこれまでに明らかにしてきた。研究対象者を入院患者から地域在住者へ拡

張し、陰部に皮膚かぶれを有する地域在住者は、非保有者と比較して有意に高い頻度でウレ

アーゼ産生菌を保有することを立証した。IAD 保有者と非保有者の菌叢構造の違いに関す

る生物学的背景を整理した。 

 

 

３） 第 6 のフィジカルアセスメントツールとしてのエコー可視化技術の開発・ 

普及：末梢静脈カテーテル留置技術（PI: 村山 陵子） 

（１）エコーを用いる末梢静脈カテーテル留置技術の実装研究（藤田医科大学病院） 

2022 年度から、末梢静脈カテーテル留置の際にエコーを活用する看護技術の実装研究を、

藤田医科大学病院の外来、がん薬物療法センターにて継続して実施した。昨年まで、実装プ

ロセスを進め、看護技術におけるエコーの活用が日常の業務に定着したことを論文化し投

稿中である。また取り組んだ看護師の方々による実践報告の論文も作成中である。（写真 3-

3-1）（2024 年 12 月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 写真 3-3-1. 研究実施当時の外来薬物療法センターの方々 

（神納美保．第 55 回日本看護学会．ランチョンセミナースライドより） 
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（２）エコーを用いる可視化技術の教育体制のモデルの確立 

①看護基礎教育におけるエコー活用方法の習得 

看護理工学会の学術委員会の研究プロジェクトとして 2023 年より取り組んでいる。今年

は次のように活動を展開した。 

⚫ プロジェクト名：看護学生のためのエコーを用いるフィジカルアセスメント技術導入

促進プロジェクト 

⚫ プロジェクトメンバー： 

竹原君江 藤田医科大学保健衛生学部看護学科 

村山陵子 藤田医科大学保健衛生学部看護学科 

樋之津淳子 札幌市立大学看護学部  

阿部麻里 東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 

四谷淳子 福井大学学術研究院医学系部門看護学系領域         

松井優子 石川県立看護大学  

高木良重 福岡大学医学部看護学科 

巻野 雄介 日本赤十字豊田看護大学 

鈴木美穂 慶應義塾大学看護医療学部 

村井孝子 純真学園大学保健医療学部看護学科 

澤野弘明 愛知工業大学 

⚫ 目的：看護基礎教育で「エコーを聴診器のように使用しよう」と考えられる学生を育て

る 

⚫ 活動内容：学内演習にエコーを導入した効果検証の研究計画を立案し、今年に入り、多

機関共同研究として倫理審査の承認がおりた。プレテストとして慶応義塾大学、福井大

学、藤田医科大学で実施した結果を、第 13 回看護理工学会学術集会にて発表した（写

真 3-3-2）。2026 年に実施した結果に基づき効果を検証する。 

さらに今後、看護系研究者、工学系研究者と共同で教育体制のモデル構築を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 3-3-2. 第 13 回看護理工学会．学術委員会 WGワークショップにて 
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②看護師の卒後教育（院内教育）におけるエコー活用方法の習得 

 臨床看護研修センターで行っている特定行為研修では、特別科目として「看護師のエコー

実践」が位置づけられ、演習 1 単位×2 回の講師を担当した。 

 

（３）エコーを用いたカテーテル留置技術をサポートする周辺機器開発 

 医療機器開発企業との共同研究により、PI の前任の大学在任中、より血管径の大きい静

脈がある上腕に留置できるカテーテル（テルモ株式会社）を開発した。そのカテーテルが日

本初の留置針型ミッドラインカテーテル「サーフローMidela」として 9 月に上市された（図

3-3-3）。留置針型であるため、C2 区分（新機能・新技術）での保険適用が認められたもの

である。 今後は安全、安心、そして確実なカテーテル選択と留置技術を普及していくこと

が、実装センターの研究者として求められており、導入のためのプログラムの開発に取り組

んでいる。 

 また、2023 年上市に至っていたエコー透過性に優れたドレッシングフィルム「カテリー

プラス™エコー」の開発経緯が看護理工学会誌に実践報告として掲載され、その論文が 2025

年度 実践報告・速報優秀論文賞を受賞し、表彰された（写真 3-3-4）。 

（村山陵子，阿部麻里．超音波検査装置を用いる末梢静脈カテーテル留置・固定のための新ドレッシ

ングフィルムの開発．看護理工学会誌，2024; 11:106-111.） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） エコーを用いた嚥下視える化データベースに基づく肺炎予防効果の実装研

究（PI: 三浦 由佳） 

AI を用いて咽頭残留物などが自動で着色されたエコー画像を含むデータベースから、誤

嚥性肺炎の予防のためのケア介入アルゴリズムを提案する仕組みを作り、アルゴリズムの

実装評価を行うことが研究の最終目的である。これまでに、AI を用いたエコーによる咽頭

残留物の定性・定量的評価方法の開発を目指し、リハビリテーション学科と共同し 3D-CT

画像とエコーの同時撮影方法を作成した。また、学内の工学系研究者と共同し、嚥下エコー

学習用ファントム作成のための気管や咽喉頭の鋳型を光造形 3D プリンターを用いて作成

図 3-3-3. 「サーフローMidela」 
https://www.terumo.co.jp/newsrelease/detail/20250925/10931 

写真 3-3-4. 第 13 回看護理工学会．授賞式 
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した。ファントムは今後、誤嚥物・咽頭残留物の観察教育プログラムに導入予定である。2025

年度は、これまでにエコー技術の訓練を受けた訪問看護師が在宅でエコーを用いた嚥下の

アセスメントを実施し、サーバーに上げたエコー画像の分析を実施した。分析結果をもとに

今後、咽頭残留の有無と推奨される摂食嚥下ケアの選択方法を提示する仕組みを作成予定

である。 

 

 

 

 

 

５） リンパ浮腫管理成功に向けたエコーを用いたアドバンストリンパ浮腫ケアモ

デルの確立と実装 （PI: 臺 美佐子） 

（１）リンパ浮腫ケア選定のためのエコーアルゴリズム作成と遠隔ケア・教育への

展開 

 リンパ浮腫管理におけるエコー評価は、診断・重症度評価・ケア選択といった各目的に応

じて国内外で検討が進められている。これまで、リンパ浮腫患肢の特徴的なエコー所見が明

らかにされてきたものの、どのような真皮・皮下組織の内部性状に基づきケアを選択すべき

かについては十分に明確ではなかった。そこで本年度は、これまでに構築したリンパ浮腫ケ

ア選定をアシストするエコーアルゴリズムを基盤として、臨床応用および実装段階への発

展を目的とした研究を展開した。 

具体的には、リンパ浮腫遠隔ケアシステムと併用したエコーアセスメントの実施を進め、

対面でのケアに加えた新たなケア提供モデルとしての可能性を検討した。また、臨床症例の

居宅など

実装センター

訪問看護師

研究者

画像をアップ
ロード

評価のフィードバック

画像データと関連情報をケア介入アルゴリズム提案に活用

携帯型超音波

図 3-4-1. 画像収集からケア介入アルゴリズム作成までの流れ 
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継続的な追跡を通じて、アルゴリズムに基づくケア選択の妥当性および実践的有用性の検

証を行い、実臨床における適用性に関する知見を蓄積した。 

加えて、医療従事者教育への展開として、浮腫ファントムを用いた実践的教育教材を作成

し、エコー所見の理解および評価技術の習得を促進する教育方法として活用可能であるこ

とを示した。これにより、エコーアセスメントの標準化および教育の質向上に寄与する基盤

が整備された（写真 3-5-1,3-5-2）。 

現在は、遠隔ケア環境におけるエコー評価の運用体制および技術的条件のさらなる整備

を進めており、リンパ浮腫管理における新たなケアモデルの提案につながることが期待さ

れる。本研究成果が実装されることにより、リンパ浮腫ケアの適切な選定が可能となり、浮

腫増悪の予防ならびに蜂窩織炎再発率の低減に寄与することが期待される。 

なお、リンパ浮腫エコーアセスメントに関する成果に関し、国際学会（12th International 

Lymphoedema Framework Conference）や、国内学会（第 40 回日本がん看護学会学術集会、

第 9 回日本リンパ浮腫治療学会学術総会）等で発表した（写真 3-5-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 3-5-3. 12th International Lymphoedema Framework Conference にて 

写真 3-5-1. リンパ浮腫のエコーアセスメント 

写真 3-5-2. 第４０回日本がん看護学会交流集会にて 
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４．教育活動実績（2025 年度として掲載） 

４－１．学部教育† 

科目名 開講時期 担当者† 

基礎科目   

 基礎ゼミ 1年前期 村山、小栁、三浦、光田 

 自然科学 1年前期 光田 

専門科目   

 看護学概論 1年前期 光田 

 家族と看護 2年前期 須釜、村山 

 アセンブリⅡ‡ 2年全期 小栁、三浦、光田 

アセンブリⅢ‡ 3年全期 光田 

 看護管理学 4年前期 小栁 

 基本看護技術Ⅱ 1年後期 村山、光田 

 看護過程展開論Ⅱ 2年前期 村山 

 看護研究方法論 3年前期 光田 

  リハビリテーション看護 3年前期 光田 

 保健統計学演習 3年前期 光田 

 卒業研究 4年全期 須釜、村山、小栁、三浦、光田 

 老年看護学概論 1年後期 須釜 

 老年看護学方法論 2年後期 須釜、三浦 

 老年看護実践方法論 3年前期 須釜、三浦 

 老年看護学実習Ⅰ 3年後期 須釜、三浦 

 老年看護学実習Ⅱ 4年前期 須釜、三浦 

 統合看護学実習 4年前期 村山、小栁、光田 

リハビリテーション学科 

一般臨床医学 

 

1年後期 

 

小栁 

†：授業・演習の一部でも担当した場合を記載，‡：専門職連携教育 

 

４－１－１．卒業研究論文 

 卒業研究は、看護学科 4 年次生 129 名が 11 分野に配置され、うちセンター教員

が 19 名を担当した。全員が論文提出に至った。 

 

老年看護学分野（8名） 

安藤 瑞紀 外来受診時の車から車椅子への最適な移乗方法の検討 

〜パーキンソン病を有する高齢女性患者の場合〜 

越智 寛介 外来受診時の車椅子から車への最適な移乗方法の検討： 

パーキンソン病を有する高齢女性患者の場合 
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河野 心音 車椅子から自動車への移乗動作の改善策の検討： 

脳梗塞後遺症患者による右半身麻痺の場合 

小林 香月 高齢者外来患者における車から車椅子への移乗動作と改善に関する検討： 

脳梗塞後遺症による右半身麻痺患者の場合 

梅村 南凪 中枢神経の覚醒が原因の不眠症患者をスクリーニングする方法と、どのリラ

クゼーション方法が睡眠の質や時間の改善に寄与するかについて 

奥田 莉菜 セルフネグレクト状態に陥りやすい状況にある独居高齢者への支援方法の検

討 

熊谷 莉来 高齢者の意思決定支援における効果的な意思決定支援の方法とその場面につ

いての文献検討 

橋本 侑奈 顔面へのマッサージが口腔機能に与える影響 

 

統合看護学分野（11名） 

石川 朋佳 学童期・思春期患者の ACP支援についての文献検討 

大久保 杏怜 ICU で働く看護師と入院する患者のアラーム音に対する認識の違いと看護実

践の検討 

榊原 えり 認知症高齢者を介護する家族支援についての文献検討 

早川 日菜 膠原病を有する患者の困難への就労に関する支援の検討 

青木 華子 成人前の子どもを持つ終末期がん患者とその家族への支援 

高橋 葵 膠原病を抱える患者の疾患の受容過程における看護 

半仁田 菜月 精神疾患を抱える親を持つヤングケアラーの現状と支援についての文献検討 

柳澤 凛 小児 1型糖尿病患児本人や家族の抱える不安に対する介入方法についての文

献検討 

壁谷 颯人 終末期小児を持つ遺族に対するグリーフケアの現状と課題についての文献検

討 

川端 咲 学童期の小児がん患者に対する復学支援における医療職者・教育関係者及び 

保護者・本人の課題と看護師の役割 

三橋 果穂 青年期・壮年期がん患者の死別家族に対する看護支援の文献検討 

 

 

４－２．大学院教育† 

科目名 開講時期 担当者† 

保健学研究科保健学専攻 修士課程  

共通科目   

 看護研究法 前期 須釜、村山、小栁、三浦、光田 

 看護理論 後期 小栁 

 保健実践入門 後期 須釜、光田 

看護学領域   
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 基礎・統合看護学特論Ⅰ 前期 村山、小栁、光田 

基礎・統合看護学特論Ⅱ 後期 村山、小栁、光田 

基礎・統合看護学演習Ⅰ 前期 村山、小栁、光田 

基礎・統合看護学演習Ⅱ 後期 村山、小栁、光田 

成人・老年看護学特論Ⅱ 後期 須釜、三浦 

成人・老年看護学演習Ⅱ 後期 須釜、三浦 

 基礎・統合看護学特別研究 全期 村山、小栁 

成人・老年看護学特別研究 全期 須釜、三浦 

保健学研究科保健学専攻 博士後期課程   

共通科目   

保健科学概論 前期 須釜、村山 

保健科学研究論 後期 須釜、村山、三浦 

専門科目   

保健看護融合科学特論 前期 須釜、村山 

 保健看護融合科学演習 後期 須釜、村山 

 保健看護融合科学研究 全期 須釜、村山 

†：授業・演習の一部でも担当した場合を記載 

 

４－２－１．博士論文 

 センター所属教員が指導を担当した博士課程の学生 1 名が論文を提出した。 

山本 駿 

Incidence and risk factors for peripheral intravenous catheter failure in Japanese 

neonatal intensive care unit and growing care unit: a multicenter observational study 

日本の NICU・GCU における末梢静脈カテーテル留置による catheter failure の発生率と

リスク因子：多施設観察研究 

Fujita Medical Journal (DOI: https://doi.org/10.20407/fmj.2025-027) 

指導教員：村山 陵子 

 

 また、責任教員はセンター教員ではないが、年度途中から代行し指導した学生 1

名が論文を提出した。 

影浦 直子 

Feasibility of using a pocket-sized ultrasound imaging device for 

detecting insulin-derived amyloidosis-like findings in patients with 

diabetes mellitus: a preliminary study 

ポケット型超音波装置を用いた糖尿病患者におけるインスリン由来アミロイドーシス様所

見の検出可能性：予備的研究 
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Fujita Medical Journal (DOI: https://doi.org/10.20407/fmj.2025-028) 

指導教員：竹原 君江，須釜 淳子 

 

４－２－２．修士論文 

 責任教員はセンター教員ではないが、年度途中から代行し指導した学生 3 名が論

文を提出した。 

酒井 沙藍  

開口障害のある患者に対する看護師の口腔ケアの現状と困難の実態調査―横断的

記述研究― 

A Survey on the Nurses’ Actual Difficulties of Oral Care for Patients with Trismus : A Cross-Sectional 

Descriptive Study 

指導教員：竹原 君江，須釜 淳子 

 

田中 悠偉人 

Z 世代新人看護師の世代の特徴や価値観に起因したリアリティショック要因に関す

る研究 

Factors of Reality Shock among New Graduate Nurses from Generation Z: Influences of 

Generational Characteristics and Values 

指導教員：竹原 君江，須釜 淳子 

 

内藤 千尋  

フットケア外来看護師対象の教育プログラム開発―直接鏡検を用いた足白癬・爪白

癬のアセスメント技術習得を目指して― 

Development of an Educational Program for Foot Care Outpatient Nurses: Acquiring Tinea Pedis and 

Tinea Unguium Assessment Skills using Direct Microscopy 

指導教員：竹原 君江，村山 陵子 

 

 

４－３．社会実装看護創成研究センター ゼミナール 

 2022 年度からゼミナール（通称ゼミ）を開始している。2023 年度のゼミからはセンター

に所属する教員が指導責任者となる院生のみならず、基礎看護学、成人看護学分野教員が指

導責任者となる院生も含めた。したがって、2025 年度は次の必修単位取得科目を兼ねるも

のである。 

⚫ 基礎・統合看護学演習Ⅰ，Ⅱ（2＋2 単位） 

⚫ 成人・老年看護学演習Ⅰ，Ⅱ（2＋2 単位） 

⚫ 基礎・統合看護学特別研究（10 単位） 

⚫ 成人・老年看護学特別研究（10 単位） 
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⚫ 保健看護融合科学演習Ⅰ（2 単位） 

⚫ 保健看護融合科学研究（6 単位） 

 

１）出席メンバー（2025 年度） 

担当教員：須釜 淳子、村山 陵子、竹原 君江、中村 小百合、皆川 敦子、 

小栁 礼恵、三浦 由佳、光田 益士、中井 彩乃、玉置 美春 

博士課程 3 年 石亀 敬子、影浦 直子、河裾 永恵、富田 元、山本 駿 

博士課程 2 年 田村 茂、小笠原 ゆかり、桂川 清多、前田 初美、松田 奈々 

博士課程 1 年 齋藤 裕也、北野 ゆりか、相原 晶子、遠藤 真穂、沼田 悠希 

修士課程 2 年 酒井 沙藍、田中 悠偉人、内藤 千尋 

修士課程 1 年 河西 将志、小林 南菜子、又吉 真由美、伊藤 千佳 

 

２）概要 

Ⅰ．文献を読む力をつけるために、文献を精読する機会を提供する。さらに、教育に関する

報告書やガイドラインなどを読む機会を提供する。そのことにより、看護教育を取り巻

く現状を理解し、研究テーマを見いだすことを支援する。 

Ⅱ．文献のクリティークを通して、看護教育学研究ならびに社会実装看護研究を進めるため

に必要な知識とクリティカルな思考を身につけられるよう、支援する。その過程で、研

究を進める中で生じる疑問や課題を解決するための能力を養えるよう、課題を提示す

る。 

Ⅲ．研究課題を明確化し、研究計画を作成する。次に、作成した研究計画を倫理委員会に提

出し承認を得る。さらに、研究を実施し参考論文を作成し公表するとともに、修士・博

士論文としてまとめ、発表を行う。 

３）内容 

研究報告、論文紹介、論文クリティークを準備、発表、ディスカッション 

 基本的にオンライン（Teams）にて実施した。 

（＊8/25 は対面でゼミを実施した：3 号館 501 講義室） 

４）2025 年開講日時  （日時はすべて、月曜日 6，7 限：18:00-21:10） 

2024 年度 

1 月 6, 20, 27 日／2 月 3, 10, 17 日／3 月 3, 10, 17 日 

2025 年度 

4 月 21 日,28 日／5 月 12, 19, 26 日／6 月 2, 9, 16, 23, 30 日／7 月 7, 14, 28 日 

 8 月 4, 18, 25*日／9 月 22, 29 日／10 月 6, 20, 27 日／11 月 10, 17 日 

12 月 1, 8,15 日      
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写真 4-3-1． 2025 年 4 月入学式のセンターゼミ一同 

左から前列：北野・齋藤・河西・小林・又吉・伊藤・相原・沼田・遠藤 
後列：小栁・村山・須釜・竹原・光田・中村・中井・キム・皆川・三浦 
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５．社会的活動実績 

 

５－１．主な学会での活動 

【学会での役割】 
         

 〈看護実践学会〉  

 村山陵子,須釜淳子  

 役割 査読委員  

 成果 看護実践学会誌発行に向けた論文査読に貢献した   

         

 〈日本看護科学学会〉  

 村山陵子  

 役割 査読委員，Japan Journal of Nursing Science 編集委員   

 成果 
日本看護科学学会誌発行に向けた論文査読に貢献した 

JJNS 発行に向け Subject Editor を務めた 

 

 小栁礼恵  

 役割 
看護ケア開発・標準化委員会 看護ケアのための高齢者排尿促進法

（Prompted Voiding:PV）（診療）ガイドラインパネルメンバー 

 

 成果 ガイドライン作成に貢献した  

         

 〈国際リンパ浮腫フレームワーク・ジャパン研究協議会〉    

 須釜淳子  

 役割 理事長  

         

 〈日本褥瘡学会〉   

 須釜淳子  

 役割 理事長  

 光田益士  

 役割 評議員、在宅褥瘡予防に関するアドホック委員   

 成果 
第 27 回日本褥瘡学会の中で、在宅褥瘡予防に関するアドホック委員会企

画を実施   

 

 小栁礼恵  

 役割 評議員  

         

 〈日本褥瘡学会 中部地方会〉   

 須釜淳子  

 役割 監事  
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 〈日本創傷・オストミー・失禁管理学会〉   

 須釜淳子  

 役割 
副理事長（～2025 年 6 月）、編集委員会委員長（～2025 年 6 月）、評

議員 

 

 成果 学会誌発行  

 村山陵子  

 役割 評議員、査読委員   

 成果 学会誌発行に向けた論文査読に貢献した。  

 小栁礼恵   

 役割 
理事、学術教育委員会（排便担当）、評議委員、第 34.35 回学術集会組

織員 

 

 成果 
排便管理講習会の実施、排便管理に関するチーム医療の評価（エビデン

ス研究） 

 

         

 〈日本創傷治癒学会〉   

 須釜淳子  

 役割 理事、COI 委員会委員長  

 光田益士  

 役割 評議委員  

         

 〈看護理工学会〉   

 須釜淳子  

 役割 理事長（～2025 年 8 月）監事（2025 年 9 月～）  

 村山陵子  

 役割 評議員、編集委員（～2025 年 8 月）、学術委員、関連学会連絡委員   

 成果 
学術委員会プロジェクトで活動（「看護学生のためのエコーを用いるフ

ィジカルアセスメント技術導入促進プロジェクト」）  

 

 光田益士  

 役割 評議員 、将来構想委員 、編集委員  

 成果 学会誌発行に向けた論文の査読を実施した  

  
      

 

 ＜日本助産学会＞   

 村山 陵子  

 役割 査読委員、代議員  

 成果 学会誌発行に向けた論文査読に貢献した  
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 ＜日本老年泌尿器学会＞   

 小栁礼恵  

 役割  評議委員、教育委員会  

         

 ＜日本小児ストーマ・排泄・創傷管理研究会＞   

 小栁礼恵  

 役割  世話人  

         

 ＜日本摂食嚥下リハビリテーション学会＞  

 三浦由佳  

 役割 評議員、編集委員  

         

 〈日本 VAD コンソーシアム〉  

 村山陵子  

 役割 評議員  

 成果 
「輸液カテーテル管理の実践基準」改定作業に貢献し 2025 年版出版に至

った 

 

         

 〈日本血管内留置カテーテル研究協議会〉  

 村山陵子  

 役割 顧問  

         

 

 

５－２．主たる活動実績 

１） 病院看護研究支援  

【研究活動支援】 

（１）論文投稿支援 

藤田医医科大学教育病院看護部の看護師が筆頭著者となる論文投稿支援を個人指導の形

式で行った。掲載、採択、査読状況は以下のとおりである。 

   英語論文１編掲載、１編採択、和文（原著）3 編 

和文（実践報告）1 編掲載、１編査読中 

 

（２）病院職員依頼共同研究：マッチング 

2025 年 2 月末現在  

・論文投稿済み：1 編 

・研究実施中：12 件 
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（３）藤田研究支援チーム「るぴ＆Lab.」 

藤田医科大学４拠点病院、社会実装看護創成研究センター、看護学科が協働し、看護研究

活動を支援するしくみづくりを促進するため、次のような目的でチームを 2023 年度末に設

立した。毎月 1 回のミーティングを開催し、下記 1)～5)の役割を遂行している。 

 

目的 

１．藤田医科大学における看護研究の質を高め，藤田ならではの看護の発展に貢献するため

に，病院看護部と社会実装看護創成研究センター・大学看護学科との看護研究の協働・

連携を深める 

２．相互の連携を図りながら、臨床看護研究を促進、さらに指導できる人材を育成する  

 

役割 

1) 病院で看護研究を実施するためのマニュアルの作成 

2) 研究支援希望者の把握  

3) 各拠点病院、センター、看護学科の共同研究のマッチング 

4) 研究進捗状況の把握 

5) 看護部研究支援チームメンバーの育成 

 

チーム内組織のメンバー（2025 年度） 

 第１：宮下 照美 看護長    第２：水谷 多紀子 看護長 

第３：竹腰 加奈子 看護長   第４：三浦 慎太郎 看護副主任 

社会実装看護創成研究センター 村山 陵子 小栁 礼恵 三浦 由佳 光田 益士     

保健衛生学部看護学科（第１教育病院との連携ワーキング） 竹原 君江  

 

 今年は、第 29 回日本看護管理学会のインフォメーションエクスチェンジを企画し、2024

年度の活動を中心に、他施設へ情報提供を行った。（図 5-2-1） 

 

演題名：「私たち一緒に研究やってます! 看護部と大学看護学科との研究コラボ by“るぴ

×Lab.”」 

内容：「藤田医科大学関連病院における看護研究ニーズ調査と今後の課題」  

看護部長 髙井亜希 

「藤田看護研究支援チーム“ルピ×Lab.”」 教授 村山陵子 

「臨床からるぴ×Lab.へ繋げる～るぴ×Lab.担当者の立場から～」看護長 宮下照美 

「臨床からるぴ×Lab.へ繋げる～るぴ×Lab.支援者の立場から～」准教授 小栁礼恵 

会場の参加者と意見交換（質問への回答結果とともに） 

進行 看護長 竹腰加奈子、水谷多紀子 

 

約 40 名程度の参加者数であった。会場からは「体制」をどう組んだらよいか、ということ
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よりも、どのように看護師が研究していけるように動機付けするか、そして時間のかかる「研

究」にどのように継続的に、最後まで取り組めていけるようにしたらよいか、というところ

が課題であることを共有できたと考える。 

 我々も、まさに、これまで開始された研究が最後まで遂行でき、成果が発表され、現場の

看護実践に活かされる、そして次への研究のモチベーションにつながる、という好循環が生

まれるよう尽力していこうと、決意を新たにすることができた。（報告書より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）「拠点間合同 がん看護チーム」支援活動  

がん看護の質向上を目的として、2021 年 9 月に 4 病院（藤田医科大学病院、ばんたね病

院、七栗記念病院、岡崎医療センター）と社会実装看護創成研究センターとが連携し、がん

看護チームを構築した。 

がん看護チームの活動目的は「各拠点のがん分野専門・認定看護師が、藤田のがん看護の

質向上を目指し活動を行う」ことであり、2025 年度は、「がん看護研修」をチーム活動に含

めて取り組んでいくことを明記し、がんに関する研究・教育の実施、情報提供、各施設の取

り組み内容の可視化と共有を行うことに焦点をあてて取り組んだ。 

定例会議は隔月 1 回のオンライン会議であった。4 病院のがん分野の認定看護師・専門看

護師 16 名（がん専門看護師、がん性疼痛看護認定看護師、がん化学療法認定看護師、がん放

射線療法看護認定看護師、緩和ケア認定看護師、乳がん認定看護師、皮膚排泄ケア認定看護

師、摂食嚥下障害看護認定看護師）が主軸となって運営し、社会実装看護創成研究センター

の須釜、村山が学術活動への支援を行った。  

当センターからは、看護師が末梢静脈カテーテル留置時にエコーを活用することによる看

護師・患者に及ぼす影響・効果を検証する研究計画立案を 4 病院共同で進め、一括して倫理

申請し承認を受けた。今後も、エコー導入による臨床における効果の実証研究の実施を支援

する。 

図 5-2-1. 学会で配布した企画案内チラシ 
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また、チームではメンバー全員が研究、症例報告、実践報告等、1 件以上発表するという目

標を掲げており、当センターでは、発表や論文作成を可能な限り支援している。2025 年内は

学術集会発表 6 件を支援し、うち 1 件は、第 22 回日本乳癌学会中部地方会にて優秀演題賞

を受賞した。（河村愛，村山陵子．乳がん看護認定看護師による患者面談の現状と今後の課題）  

今後も、がん看護分野における Fujita 看護をしっかりと確立するとともに、国内外のがん

看護の質向上を目指せるようなチーム活動をサポートしていく。  

 

３）排便サポートチーム活動 

高齢者を対象とした排便ケアに関するチーム医療の普及・国立研究開発法人長寿医療研究

センター 排便サポートチームのメンバーとして超高齢化社会が進む中、認知機能が低下した

高齢者のニーズと医療者のアセスメントにより患者へ適切な排便ケアの提供が課題となって

いる。 その課題を解決するために上記施設と協働して排便ケアの質の向上と推進を実施して

いる。 

また、藤田医科大学４拠点病院の皮膚・排泄ケア認定看護師、排便障害患者が多く入院す

る病棟看護師が「次世代看護教育研究所エコーを用いた排泄ケアコース」を受講している。

エコーを活用した排泄ケアを普及し、排泄管理の質向上のためのチーム活動の啓発を引き続

き実施する予定である。 

 

４）リハビリテーション科とのリンパ浮腫管理の実践と研究活動  

藤田医科大学リハビリテーション科と社会実装看護創成研究センターと協働し、2022 年 1

月にリンパ浮腫管理の質向上を目的としたチーム“CARE Project”を発足し、継続している。

CARE Project チームメンバーは、リハビリテーション科ではリハビリテーション医学専門の

医師である大高洋平教授・尾関恩准教授、理学療法学専門の小山総市朗講師をはじめ、理学

療法士、作業療法士らと、社会実装看護創成研究センターの須釜、臺から成る。設立して以

降、毎月 1 回の定例会議を実施しており、現在はハイブリッド形式で継続している。定例会

議では、研究進捗報告、リンパ浮腫管理症例報告、リンパ浮腫エコーアセスメントの画像提

示とフィードバック、アウトカム検討といった内容についてディスカッションを図っている。 

なお、CARE Project の取り組みと成果について、チームメンバーと共に学会発表を行った

（第 9 回日本リンパ浮腫学会総会）。 

 

【上肢リンパ浮腫 QOL 評価研究】 

上肢リンパ浮腫 QOL 評価（LYMQOL 上肢版の日本語版作成）を、社会実装看護創成研究

センター・リハビリテーション科・看護学科（キム・チュウアイ助教主導）と協働して開始

し、今年度、論文掲載に至った。 

 

５）勉強会の実施 

【英語論文抄読会】  
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 看護学科教員有志と月1回英語論文抄読会を開催した。12月末段階で通算51回実施した。

参加人数は 15 名である。若手教員 2 名が交代で論文を紹介し、参加者間でディスカッション

を行った。 

 

【次世代看護研究会】  

普段は異なる環境や立場で研究活動に従事しつつも、看護理工学に基づく共通の理念を有

する者が交流を深め、ディスカッションを通じて互いに高め合い、ひいては次世代の看護学

の発展に資することを目的とした研究会が、2022 年から発足した。特に次世代の看護を担う

若手研究者の育成に重点をおくものとされた。  

 

＜参加校の代表者＞ 

石川県立看護大学：真田 弘美 学長・教授、紺家 千津子 教授 

金沢大学：大桑 麻由美 教授 

東京大学：仲上 豪二朗 教授 

藤田医科大学：須釜 淳子 教授 

横浜市立大学：赤瀬 智子 教授 

 

＜次世代看護研究会企画ワーキンググループメンバー＞  

石川県立看護大学：峰松 健夫 教授  

金沢大学：大江 真琴 教授  

東京大学：仲上 豪二朗 教授  

藤田医科大学：村山 陵子 教授  

横浜市立大学：玉井 奈緒 教授  

 

＜第 4回次世代看護研究会＞  

実行委員：横浜市立大学（赤瀬智子、玉井奈緒、高橋聡明、堀江良子）  

日  時：2025 年 8 月 31 日(日) 9:00〜17:00  

場  所：横浜市立大学みなとみらいサテライトキャンパス 

参 加 費：無料 

開催形式：対面形式  

参 加 校：藤田医科大学，石川県立看護大学，金沢大学，東京大学，横浜市立大学  

 参加者は合計 73 名で、発表者は 34 名であった。本学からは、教員 7 名、大学院生 9 名

が参加し、修士課程 2 名、博士課程 3 名が 1⼈20 分（10 分プレゼンテーション、10 分質

疑）で発表した。（写真 5-2-1）  
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写真 5-2-1. 第 4 回次世代看護研究会集合写真 
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６．外部資金獲得 

【科学研究費助成事業（科研費）研究代表者分】（金額は2025年度） 

1. 基盤研究（B） 

ドセタキセル療法に関連する下肢浮腫への薬理作用機序に基づく先制予防ケアの開発 

2023年度～2025年度 須釜 淳子（代表） 2,400千円 

2. 基盤研究（B） 

NICUにおける末梢静脈カテーテル関連の有害事象発症予防ケア基準の開発と普及 

2024年度～2027年度 村山 陵子（代表） 2,700千円 

3. 基盤研究（B） 

在宅でのエコーを用いた嚥下視える化データベースに基づく介入の肺炎予防効果の検

証 

2022年度～2025年度 三浦 由佳（代表） 1,400千円 

4. 基盤研究（C） 

アドバンストスキンケア開発を目指した失禁関連皮膚炎と細菌バイオフィルム形成の

関連  

2023年度～2025年度 光田 益士（代表） 1,100千円 

5. 若手研究 

急性期病院における１日に必要な“看護師の人数・看護師情報”予測スケールの開発 

2022年度～2026年度 小柳 礼恵（代表） 520千円 

6. 挑戦的研究（萌芽） 

摂食嚥下障害患者の食べる力を見守り回復させるリカバリースプーンの開発 

2025年度～2027年度 三浦 由佳（代表） 1,000千円 

 

【その他の助成金】 

1. 共同研究（日本製紙クレシア株式会社） 

2022年度～2025年度 須釜淳子、光田益士 金額非開示 

2. 受託研究契約（アルケア株式会社） 

2022年度～2025年度 光田益士 金額非開示 
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７．研究業績 

【論文】 

1. Takahashi T, Nakagami G, Murayama R, Abe M, Sanada H. Ultrasonography-Observed 

Subcutaneous Edema Immediately After Peripheral Intravenous Catheter Placement Is a Factor in 

Subsequent Catheter Failure. J Infus Nurs. 48(4): 268-274, July/August 2025. DOI: 

10.1097/NAN.0000000000000595 

2. Takahashi T, Nakagami G, Murayama R, Abe M, Matsumoto M, Sanada H. Automated 

ultrasonographic detection of thrombus and subcutaneous edema due to peripheral intravenous 

catheter. J Assoc Vascular Access. 2025; 30(2): 27-32.  

3. Kohta M, Takahashi M, Koyanagi H, Sugama J. Evaluating the knowledge level, practice, and 

behavioral change potential of care managers in pressure injury prevention using a mobile app 
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サステイナブルな褥瘡予防プログラムの実装：ケアマネジャーとの共創．第 27 回日本褥

瘡学会学術集会，委員会企画 11 在宅医療委員会 在宅褥瘡予防に関するアドホック作

業部会企画，神奈川，2025.8.30. 

15. 河﨑 明子，小栁 礼恵，須釜 淳子. 体圧値の視覚的フィードバックが看護師の褥瘡ケア

に関する知識と行動に及ぼす影響  ～1 群事前事後比較～．第 27 回日本褥瘡学会学術集

会，委員会企画 13 Award・Grant 選考委員会企画 研究助成，神奈川，2025.8.30. 

16. 三浦 由佳．誤嚥と咽頭残留をリアルタイムに可視化するエコー技術の開発と普及．第

31 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，パネルディスカッション 3，神奈

川，2025.9.19. 

17. 光田 益士. 術中褥瘡対策の科学：Mepilex® Border Protect による皮膚保護のメカニズム. 

第 39 回日本手術看護学会年次大会，ランチョンセミナー，仙台，2025.9.20. 

18. 村山 陵子．Vascular Access Device(VAD)選択にイノベーションを起こす―日本における

ミッドライン（サーフローMidela）への期待．テルモ WEB セミナー サーフローMidela

発売記念講演会，2025.9.30. 

19. 森谷 美夏，宮坂 久美子，出羽 薫，宮城 麻菜美，河本 友里，大坪 千晴，キム 恵理

子，杉浦 愛佳，村山 陵子. がん薬物療法目的の末梢静脈留置カテーテル留置の現状調

査～超音波検査装置を用いた留置部位選択への取り組み～. 藤田医科大学 2025 臨床看護

研究会，2025.10.18. 

20. 三浦 由佳. はじめての看護エコー（嚥下エコー編）. 富士フイルムメディカル株式会社

オンラインセミナー, 2025.10.21. 

21. 光田 益士，須釜 淳子．失禁関連皮膚炎患者の陰部皮膚表面由来の黄色ブドウ球菌のバ

イオフィルム系性能．第 57 回藤田医科大学医学会学術大会，2025.10.24． 

22. 竹原 君江，鈴木 美穂，四谷 淳子，村山 陵子，樋之津 淳子，松井 優子，高木 良重，

巻野 雄介，村井 孝子，阿部 麻里，澤野 弘明．「看護学生のためのエコーを用いるフィ

ジカルアセスメント技術導入促進」WG．第 13 回看護理工学会学術集会，学術委員会
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WG ワークショップ，滋賀，2025.11.9. 

23. 村山 陵子．血管外漏出の発生要因と対策～穿刺困難症例にどう立ち向かうか～．

REACT 2025~Ryukyu Echo-guided Access Clinical Training，沖縄，2025.11.29.   

24. 光田 益士，中村 義徳，須釜 淳子．The simulated skin-shearing test を用いた力学的評価

に基づくドレッシング材の選択支援．第 55 回日本創傷治癒学会，シンポジウム 3「看護

の立場から見た創傷被覆材、創傷治癒デバイス」，大阪，2025.12.13. 

25. 光田 益士，須釜 淳子．肥厚性瘢痕、ケロイド予防のための術後創部の伸展刺激の抑

制： 貼付材形状の工学的検討．第 55 回日本創傷治癒学会，シンポジウム 4「肥厚性瘢

痕、ケロイドと「つきあう」」，大阪，2025.12.14. 

 

【受賞歴】 

1. 2024 Fujita Medical Journal, Certificate of Excellence in Reviewing. 

Murayama R. 

2. 日本創傷・オストミー・失禁管理学会 2025 年度学術論文優秀賞 

Takesashi M, Kohta M, Ishikame K, Miura Y, Sugama J. Association between incontinence-

associated dermatitis and reduced quality of life in community-dwelling adult women with light 

urinary incontinence. J Jpn WOCM. 2024; 28:79-93. 

3. 看護理工学会 実践報告・速報優秀論文賞 

 村山陵子，阿部麻里．超音波検査装置を用いる末梢静脈カテーテル留置・固定の 

ための新ドレッシングフィルムの開発．看護理工学会誌，2024; 11:106-111. 

4. 第 22 回日本乳癌学会中部地方会，優秀演題賞 

河村愛，村山陵子．乳がん看護認定看護師による患者面談の現状と今後の課題，

2025/9/20-21, 名古屋 
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おわりに 

 社会実装看護創成研究センター5周年記念シンポジウムを行い、あらためて藤田医科大学の看護の根

底にある「より良い看護を実践する」という気概を実感した。おそらく、社会実装看護創成研究センタ

ーの設立が引き金となり、臨床看護研究に良いことを積極的に吸収し、必要なことを即座に実行に移し、

結果的に４教育病院の多部署での看護研究への期待に火がつき、広がりをみせたと考える。 

 2024年に文部科学省から全国 11校目の「橋渡し研究支援機関」に認定されたことを契機に、藤田

医科大学では研究力向上に向けた潮流が高まってきている。看護においてもこの流れにしっかりと乗っ

ていく必要がある。センターの次の 5 年間の目標は、「るぴ×Lab.」で支援する研究の質向上に向けた

取り組みの強化である。具体的には以下の 3点である。1 つ目は、研究成果をエビデンスとするための

論文化のプロセスを根付かせる仕組みを構築することである。2 つ目は、柱となる研究テーマの核をも

つことである。このためには、大学、臨床の共同研究チームの構築が必要である。3 つ目は、博士後期

課程を修了した大学院生の臨床看護研究実践のステージを構築することである。このステージにおいて

大学院生は社会実装看護創成研究センターの特別研究員としてキャリアを積み、臨床看護研究の主導や

科研費等の研究費を獲得できる体制を整えることである。 

 設立から今日まで、社会実装看護創成研究センターの活動にご理解とご指導を賜りました石川県立看

護大学学長・真田弘美先生、藤田医科大学前学長・才藤栄一先生、副学長・金田嘉清先生、保健衛生学

部長・長谷川みどり先生、保健衛生学部前看護学科長・三吉友美子先生、看護学科長・世古留美先生、

看護学科教育各位に感謝申し上げます。また、５年間変わらぬ熱意と期待を寄せ続けていただきました

藤田医科大学統括看護部長・眞野惠子様、藤田医科大学病院看護部長・高井亜希様、ばんたね病院前看

護部長・相原晶子様、看護部長・三鬼達人様、七栗記念病院看護部長・松嶋文子様、岡崎医療センター

前看護部長・小島菜保子様、看護部長・小野布佐子様、看護職員各位に心から御礼を申し上げます。最

後に、５周年記念シンポジウムを豊かな経験とチームワークで運営いただきました大学院生の皆様に深

謝申し上げます。 
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